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あなたと… 

男女平等推進センターをご存知ですか？ 

町田市民フォーラムの 3 階にあり、男女平等に関する各種講座や講演会の開催、女性の悩みごと相談の実

施、図書やビデオの閲覧・貸し出しなどを行っています。 

同センターには運営委員会（市民団体選出委員・市民公募委員）が設置され、行政と市民の協働で事業が進

められています。これらの活動を広く知っていただくために、年１回発行の「男女平等推進センターだより」だけで

なく、運営委員会が企画・編集した情報紙を年３回発行することにいたしました。そしてこのたび「準備号」として

発行にこぎつけました。あなたとともに、あなたに役立つ情報紙としたいと考えておりますので、ぜひご意見、ご

感想をお寄せください。          

 

～ご案内～ 男女平等推進センターの今後の事業 

子どもが自分自身を守る方法 

CAP プログラムを体験しよう！ 
対象：小学１年生～小学３年生の子どもと保護者、 

大人向け講座希望者 

日時：７月２９日(火)１４：００～１６：００ 

会場：町田市民フォーラム 子ども：４F 第２学習室 

             おとな：３F 視聴覚室 

定員：子ども４０名、大人４８名 

夏休み、お父さんと一緒に体験しよう！ 

父子
お や こ

でたのしい！おやつ作り 
対象：小学１年生～小学３年生のお子さんとお父さんのペア 15組 

日時：８月２４日（日)１３：３０～１６：００ 

会場：町田市民フォーラム３F 調理室 

申し込みは 8 月１日よりで町田市コールセンター(724-5656)へ（先着順） 

初めてといわせないために 挑んでみよう！ 作ってみよう！ 

男性のための料理教室 
日時:９月１３日（土）PM13:30～１６：３０ 

募集：料理経験のない方優先 ２０名 

会場：町田市民フォーラム３F調理室 

申し込み方法は、広報まちだ、ホームページでご案内します 

 

 Child Assault Prevention 

子どもへの暴力防止 

プログラム 

 

 

準備号 
発行日：２００８年７月 

発行 ：町田市男女平等 

     推進センター 

     運営委員会 

町田市原町田４－９－８ 

町田市民フォーラム３階 

℡ ０４２－７２３－２９０８ 



                                                                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「女性悩みごと相談」 
 

☆ 女性のための身近な相談室として、主に電話による

相談を受けています。 

 

受付時間…月･火･木･金･土曜日  9:30～16:00 

       水（第３水曜日を除く）13:00～20:00 

      （日･祝日、年末年始はお休みです） 

 

  電話番号…042-721-4842（相談専用） 

 
 

六
月
二
十
八
日(

土)

三
階
ホ
ー
ル
で
開
催
。
３０
歳
代
か
ら

８０
歳
代
ま
で
沢
山
の
参
加
が
あ
り
、
満
足
度
１０
点
満
点

中
8.9
と
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り 

＊ 

女
性
と
し
て
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
は
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
は
漫
画
家
、
ユ
ー
モ
ア
い
っ

ぱ
い
に
子
育
て
を
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
可
愛

が
っ
て
い
た
猫
と
息
子
さ
ん
の
綱
引
き
な
ど
腹
を
抱

え
て
笑
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、

学
校
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
中
で
の
子
ど
も
た
ち
の
現

状
報
告
に
は
目
を
覚
ま
さ
れ
ま
し
た
。
ぼ
ん
や
り
し

て
は
い
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。 

＊ 

と
て
も
や
さ
し
い
わ
か
り
や
す
い
話
か
ら
、
家
族
の

あ
り
方
、
子
ど
も
と
の
関
係
が
述
べ
ら
れ
た
。
学
校

で
の
子
ど
も
と
先
生
と
の
関
係
な
ど
、
ご
自
分
の
経

験
か
ら
と
て
も
重
い
話
を
さ
れ
た
。
最
後
に
国
の
あ

り
か
た
、
学
校
の
こ
と
憲
法
の
こ
と
（
九
条
）
を
熱

く
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。 

 

男
女
共
同
参
画
週
間
講
演
会 

 
～
マ
ン
ガ
家
石
坂
啓
流
～ 

「
子
ど
も
・
家
族･

仕
事
の
楽
し
み
方
」 

 

作
品 

「
ア
イ'

ム
ホ
ー
ム
」
（
文
化

庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
マ
ン
ガ

部
門
で
大
賞
を
受
賞
）
、

「
ひ
み
つ
の
箱
」
「
キ
ス
よ
り

簡
単
」
「
セ
カ
ン
ド
ベ
ス

ト
」、 

エ
ッ
セ
イ
集 

「
赤
ち
ゃ
ん
が
来
た
」
「
お
金

の
思
い
出
」
「
学
校
に
行
か

な
け
れ
ば
死
な
ず
に
す
ん

だ
子
ど
も
」ほ
か
多
数 

 

展
示･

情
報
コ
ー
ナ
ー 

図
書
の
貸
し
出
し
や 

ビ
デ
オ
の
視
聴
が
で
き
ま
す
！ 

あ
な
た
が
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
ビ
デ
オ
や
本
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
度
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
聞
い
て
み
て
く
だ

さ
い
。（
詳
細
は
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
） 

 

新
刊
書
紹
介 

＊
市
川
泰
子
著 

「女
ひ
と
り
定
年
後
を
生
き
る
」 

 
 

 

か
つ
て
定
年
問
題
は
男
の
問
題
だ
っ
た
。
し
か
し
女
性
も
定

年
ま
で
働
く
人
た
ち
が
増
え
て
き
た
。
お
先
真
っ
暗
と
、
組
織

か
ら
離
れ
て
生
き
る
こ
と
に
怯
え
て
い
る
女
も
男
も
一
読
す
れ

ば
目
か
ら
う
ろ
こ
の
定
年
人
生
の
案
内
本
で
あ
る
。 

＊
岡
野
あ
つ
こ
著 

「夫
婦
で
い
る
の
、
や
め
ま
す
か
？
最
後
の
答
え
を
出
す
前
に
」  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

離
婚
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
は
最
後

の
手
段
で
す
。
カ
リ
ス
マ
離
婚
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
夫
婦
の
危
機

の
見
つ
け
方
、
そ
の
乗
り
越
え
方
を
指
南
、
夫
婦
の
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
。 

＊
男
も
女
も
育
児
時
間
を
！
連
絡
会
著 

「育
児
で
会
社
を
休
む
よ
う
な
男
た
ち
」 

 
 

 

一
九
九
二
年
、
男
女
と
も
と
れ
る
育
児
休
業
法
が
施
行
さ
れ

た
。
な
ん
だ
、
そ
れ
と
思
う
方
、
そ
ん
な
夢
の
よ
う
な
話
と
思

っ
て
い
る
方
に
も
一
度
こ
の
本
を
読
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
ょ

う
。
男
の
育
児
を
必
要
以
上
に
美
化
し
た
り
強
調
し
た
り
す
る

こ
と
は
な
く
て
、
等
身
大
の
自
分
の
言
葉
で
素
直
に
語
り
あ
う

男
た
ち
の
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

石坂さんと中西運営委員長 

男女平等 

推進センター 

町田市民 

フォーラム３階 

 

 町田市文化交流センター 


